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令和４年度

集落支援員の導入について

浜益支所地域振興課



2

集落支援員について

※ 総務省資料



集落支援員・地域おこし協力隊の違い

集落支援員 地域おこし協力隊

求める人材 地域の実情に詳しい内部の人材 3大都市圏など都市部の外部人材

活動期間 制限（上限）なし 3年を上限とする

活動内容

集落の点検や現状把握が基礎的活動 地域に居住しての幅広い地域協力活動

兼務・副業 他の役割との兼務が可能 活動に支障のない範囲で副業を認める

求められる成果 点検等を踏まえた必要な施策の実施 活動地域への定住・定着

共通：地域課題の解決・地域おこし活動

＋

集落支援員と地域おこし協力隊を採用することで
相乗効果が期待される

新しい発想
新しい気づき

次世代へ
引き継ぎたいもの
残したいもの
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農業支援（ezorock）

まちなか探検（まち協）

ニシンの網外し（漁業体験）

お祭り参加（札幌学院大）高齢者の暮らしアンケート（試行） 地域協議会でのワークショップ（ezorock）地元生徒と大学との連携（藤女子大学）

浜益区内の
活動事例

・各種団体等による
様々な活動の積み重
ねを通じ、地域課題
の解決の糸口を探る

集落支援員の取組事例と浜益区内における活動事例との比較
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※ 総務省資料



集落支援員に担ってもらいたい役割

住宅確保

人材確保

情報過疎

移住定住アドバイザー
空き家バンク/遊休施設の運営支援/ワーケーションの推進

地域の巡回・点検活動、困りごとサポート
集落の教科書、生活・就労支援、ＩＴによる地域課題解決サポート

ワーケーションの推進 住民アンケート/地域課題の聞き取り
/空き物件探し/生活サポート/就労支援

集落支援員への期待

浜益版「集落の教科書」製作に向けた取材活動

※発行：世木地域振興会（京都府南丹市）他
編集：NPO法人テダス
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浜益区内で活発化する事業等


